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保 護 者 等 か ら の 声

 金沢・白山麓プログラム

娘が、皆様のプログラムに参加させていただいたことから、たくさん
のことを学び、感じ取り、考えていたことを知り、とてもうれしい
気持ちになりました。
我が子ながら、心の成長を感じずにはいられませんでした。

ふくしまキッズの活動を通して皆様方からいただいたもの、教えて
いただいたことも、本当に沢山あります。子供達は決して未来をあき
らめてはいません。子供達のキラキラと輝く瞳、笑顔を見てください。
キッズのスタッフやボランティア、地元の皆様方に支えられ、子供達
は、自らが希望してこの活動に参加しています。

今回もまた、優しく温かいスタッフやボランティアの方々に守られ
育てられ、仲間をつくって、帰ってくることでしょう。きっと子ども
達にとって、生きていく力を育む基礎力になっているのだと思います。

 あぶくまプログラム

ふくしまキッズの実行委員のみなさんや、スタッフ、ボランティア、
参加者のみなさんから学ぶことはたくさんあります。今後もまた別の
型で続けていってほしいと切に願っております。

私は、福島の子供達を、支援して下さる皆様方の「愛」に応えられる、
福島差別や放射能に負けないような、心も体もタフなたくましい人間
に育てていかなければならないと思っています。

何も気にせず、線量バッヂもつける事なく外で思いっきり遊べる
幸せを改めて感じる事ができました。
また、親から離れて過ごすことで、生活面での自主性も感じられる
ようになりました。

現在は、ほぼ以前の生活に近い状態ですが、原発への不安は消える
ことはありません。そんな苦い思いをしたのに、子供の笑顔が増えて
きて、大人も安心してきました。もっともっと楽しい、そして、たくさん
の経験をさせて、成長してほしいと願って応募させて頂きました。

人と出会い集団の中で学ぶ経験は、親一人の力では与えられないもの
です。今後、子どもたちの育つ環境をどのように再構築していけば
よいのか、何を教え、何に向かって育てていけばよいのか、考えて
いきたいと思います。

 横浜プログラム

「自分も誰かのために何かしたい」という、とても素敵な考えを持つ
ようになった事は、福島キッズからいただいた大切な財産と感じて
います。
娘のこの思いを応援するべく、たくさんの方々への感謝の気持ち
を忘れず大切に育てていきたいと思います。

多くの人達の善意に触れたくさんの人達が自分達を応援し、支えて
くれていることを感じてほしいと思います。

 愛媛プログラム

おこってしまったことは、なげいても仕方ないので、子供には、「常に
全力で生きてゆくこと。」をしましょう。と言っています。福島キッズ
のスタッフのみな様にはいつもいろいろ体験させていただき、今後の
人生を良いものに導いてくださっていると思っております。親戚が
たくさんできたような気持ちでおります。

子どもには、ふくしまキッズにお世話になりながら、各地で楽しく
過ごして欲しい、そして福島の現実を伝える使者として活動して欲しい
と考えています。

 富士山プログラム

ふくしまキッズ自体は来夏で終ってしまいますが、つながった絆は
これからもずっとずっと続いていくと、そう信じています。
ふくしまキッズに関わって下さる全ての皆様に心から感謝の気持ち
を込めて…。ありがとう。

この 4年間の息子の成長は、ふくしまキッズでの活動無くては語れ
ないものとなっています。こんな風に、見知らぬ皆さまとの出会いの
中で、何かを感じ、成長させて頂けたことにも、感謝の気持ちで
いっぱいです。

受け入れて下さるスタッフの皆さまには大変お世話になります。
また、ご支援下さる皆さまにも感謝の気持ちで一杯です。
全日程を終えて、ひとまわり成長して帰ってきてくれるのを楽しみ
にしています。

 北海道プログラム

今回は、夏休みに続き、二度目の参加になります。
どんどん福島のことが忘れられていく中で、今も変わらず福島に
住む私達に寄り添って下さる方々がたくさんいることに本当に感謝の
気持ちでいっぱいです。ありがとうございます。

はじめは保養目的での参加でしたが、これから福島で生きていくで
あろう娘に、人と人とのつながりの大切さや思いやりを学んでもらい
たく、またそれを将来に生かしてもらいたいと強く願います。

いつもふくしまキッズにあたたかいご支援をありがとうございます。
震災以降も福島に住み続けることが出来るのは、ふくしまキッズの
活動があるからだと思います。
娘は毎回北海道コースに参加していますが、家に帰ってきてからも
毎日のように北海道で体験したこと、見たことを話してくれます。
楽しかったことはもちろん、大変だったことも。娘の顔を見ると、
生き生きとしており、経験したことすべてが身になっていることが
わかるのです。

子供達の住むいわき市久之浜末続地区は私達以外、子供達はまだ帰省
していません。子供達は口には出しませんが、不安の中での生活は
痛いほど伝わって来ます。今回も参加でき、ふくしまキッズの皆様に
感謝いたします。
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ふくしまキッズ運営体制（2014 年冬）
■実行委員会委員長

進士徹	 NPOあぶくまエヌエスネット理事長	 全体統括・福島県内活動受入れ担当

■実行委員会副委員長
吉田博彦	 NPO教育支援協会代表理事	 事務局長・支援金募集・渉外担当

■常任実行委員
宮本英樹	 NPOねおす理事	 常任実行委員
安江こずゑ	 NPO教育支援協会北海道代表理事	 常任実行委員

■実行委員
上田融	 NPOねおす理事	 北海道受入れ担当
村瀬容子	 ホールアース自然学校	 静岡受入れ担当
奥田宏明	 NPO教育支援協会	 横浜受入れ担当
中嶋謙仁	 ジロバタ自然学校（白山麓ジロバタ舎）	 石川受入れ担当
青野信久	 子どもの絆プロジェクト	 愛媛受入れ担当

■監査委員
金野栄太郎	 公認会計士	 会計管理・決算管理担当

■支援委員 （50音順）
玄侑宗久	 作家・震災復興構想会議委員
ジョン・ギャスライト	 中部大学教授・ツリークライミングジャパン代表
白石康次郎	 海洋冒険家
田口ランディ	 作家
寺脇研	 京都造形芸術大学教授
戸塚隆	 ジャーナリスト
中島岳志	 北海道大学大学院法学研究科准教授
藤田保	 上智大学教授
矢吹俊男	 北海道公民館協会事務局長
湯川れい子	 音楽評論家・作詞家
吉田研作	 上智大学教授

■特別賛同人 （50 音順）
秋山豊寛	 ジャーナリスト・宇宙飛行士・京都造形芸術大学教授
新井満	 作家・作詞作曲家
鎌田實	 医師・作家
小林武史	 音楽家・ap bank 代表理事
坂本龍一	 音楽家
西田敏行	 俳優
日野原重明	 聖路加国際病院理事長・日本音楽療法学会理事長
細川佳代子	 NPO勇気の翼インクルージョン 2015理事長・公益法人スペシャルオリンピック日本名誉会長
吉永小百合	 俳優
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ふ く し ま キ ッ ズ の 基 本 理 念
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福島第一原発事故の被害から子どもたちを守るために 2011年
夏に実施した「ふくしまキッズ夏期林間学校」事業の成果を基
盤として、NPO、行政機関や市民が参加し「ふくしまキッズ実
行委員会」を結成、ふくしまキッズプログラムを実施しています。
今年の冬で 3,700 人以上の福島県内の子どもたちを日本各地
で受入れ、体験活動を実施してきました。最長 30泊の長期に
もわたるプログラムを続ける中で、子どもたちの成長を支援す
るプログラムになりました。また、参加する子どものみならず、
受入れ地のスタッフやボランティアの気づきや成長を促すプロ
グラムであることも判明してきました。ふくしまキッズのプロ
グラムは、関わる人々への教育プログラムとしても成果をあげ
ております。ふくしまキッズは立ち上げ当初より、5年で支援
活動を終了すると決めており、2015 年夏プログラムが最後の
プログラムとなります。これまで、世界各地からの支援金で活
動を続けてこれたことに感謝しております。
2015 年夏の最終のプログラムまで、1人でも多くの子どもが
参加できるように、引き続き、皆様のご支援、ご協力をお願い
いたします。
� ふくしまキッズ実行委員会　実行委員長　進士 徹
� （NPO法人 あぶくまエヌエスネット 理事長）

●ご支援方法
①お振込み
支援金受付口座：東邦銀行　棚倉支店（店番号 305）
　　　　　　　　普通預金　574540
口座名義：ふくしまキッズ実行委員会　実行委員長　進士徹
（カナ名義）：フクシマキッズジッコウイインカイ

② Yahoo ！ポイント
1ポイント＝1円としてご利用いただけます。Yahoo!インター
ネット募金よりご支援をお願いいたします。

ふくしまキッズは福島第一原発の事故により深刻な影響を受け
ている福島の子どもたちに、せめて学校長期休暇期間には放射
能の心配をすることなく思いっきり遊び、子どもらしくのびの
び過ごすことができる環境を提供することを基本の目的として
います。また、同時に「ふくしまキッズ」の活動で子どもたち
の「学びと育ち」を支援する各種教育事業を実施し、復興福島
を担う人材を育成することを目的とします。
この事業計画にご賛同いただいた福島県内在住の子どもたちを
対象に、選考により参加者を決定いたします。「ふくしまキッズ」
の活動では、世界中の方々からこの活動を支えていただくため
に支援金を募集しておりますが、保護者の皆様にも子どもたち
の活動へ「参加費」としてご負担をお願いしております（ただし、
生活保護家庭は全額無償としています。）
こうして、多くの皆様の支援のもと、本プログラムを継続的に
実施することで、支援の輪を徐々に広めながら、「子どもを社
会で育てる」という機運を高めていきたいと考えております。
事業実施にあたっては、受入れ地で本プログラムの活動趣旨に
賛同した方々と協働し、なるべく多くの団体や個人と協力をし
ながら運営しております。

●各プログラム参加者数・協力者数
■受け入れ地支援金募金者数……………………………… 28名
■参加ボランティア数………………………………………309名
■ホームスティ引き受け家族…………………………… 22家族

■協力関係団体
	 NGO/NPO… ……………………………………………… 7団体
	 地域協議会…………………………………………………… 9団体
	 企業…………………………………………………………… 43社
	 協会…………………………………………………………… 5団体
	 学校関係……………………………………………………… 25校
	 自治体…………………………………………………… 28自治体
	 その他……………………………………………………… 12団体

■各プログラム参加者数
	 北海道プログラム　大沼コース（12/23-12/29）… … 39名
	 北海道プログラム　ゆうばりコース（12/23-12/29）…… 25名
	 あぶくまプログラム　ぬまじりコース（12/23-12/25）…… 17名
	 あぶくまプログラム　ぽんた山コース（12/25-12/28）…… 11名
	 あぶくまプログラム　ぬまじり〜ぽんた山（12/23-12/28）…… 21名
	 金沢・白山麓プログラム （12/23-12/29）… ………… 15名
	 愛媛プログラム（12/23-12/30）… …………………… 20名
	 富士山プログラム（12/23-12/30）… ………………… 16名
	 横浜プログラム （12/23-12/29）… …………………… 39名
	 合計人数………………………………………………………203名
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■特別支援団体

アイウイッシュプロジェクト
アカサカチョウユウ
カ）アキバコウムテン
アルク KC HIRO E モリ
イースポットミヌマダイヒョウ
イケガミマサユキ
伊丹 千晶
Inoue Yasuaki
井上 康明
岩本 彩子
MPI カンサイパートナーハツヒ
オウエンダンオオタ
オオタキアケミ
札幌市　オカモトカズユキ
カスターニヨ　イナミ
カワダタケシ
Kita:Kara Gallery
Global Giving
　　takanori okazaki
　　Lynne Filderman
　　Edye Kamensky ※
　　Masahiko Kashiwazaki
　　Youji Marui
　　Gary Tregoning ※
　　Emi Oda
　　Anastasia Hunter
　　Anonymous
　　Matthew Wagers
　　Geraldine Legendre
　　Martha Schonau
　　The Phillip and Irene Toll
　　Makoto Miura
　　Michele Wong
　　Janis Todd
　　Kaori Nakano
コバヤシタケシ・チカコ
コマサカズヒコ
佐藤 孝治
シオミサトシ※
酒向 雄介
スドウゴロウ
スミシンライフカード（カ
スミダクフレンドリープラザソトデジ
ドウカン
ユ）セイントアロー※
曽田 美也
チャリティマルシェジッコウイイ

シュウ）チョウネンジ
TEKKA 1ST LIVE
匿名希望
匿名希望
匿名希望
トダサワミネコ※
doTERRA CPTG Essential Oils 
Japan 合同会社※
冨岡 真美
ナカノノリヒト
ナンバトモエ
南部 達夫
ニイガタネイチャーゲームノ
Neolive
長谷川 優美
ヒラサワユウコ
フタミツトム
文具センターミヤニシ
マツカヨウコ
三木 節子
三菱電機ビルテクノサービス労働組合
南 律雄
武藤 十紅美
Merrill Lynch Pierce Fenner & 
Smith New York
Yuppy's English Café
　　長谷川 有紀
　　東進子ども英語教室 川口安行慈
林教室
　　並木 勇一
　　並木 美江
　　並木 いく子
　　長沼 恵美子
　　佐藤 玲子
　　関口 友美
　　中山 紀子
　　横溝 亜紀
　　入江 裕子
　　大村 奈緒
　　武藤 千枝
　　Charles Henley
ヤフーケッサイ※
ヤフー（カ※
ヤマノウエマーケットジッコウイ
湯川 れい子
吉田 尚子
吉元 章雄

ライフカード（カ
レナジャポンインステイチュー

■北海道プログラム（大沼）
吉原 志津子

■北海道プログラム（ゆうばり）
北海道教育大学岩見沢校教職員組合・
田中 伸明

■あぶくまプログラム
根本 浩伯
平子 せつ子

■金沢・白山麓プログラム
匿名希望 K.S
田中 康典

■横浜プログラム
かわさき生活クラブ生協有志
ふくしまキッズ応援団おおた
蒔田公園愛護会
横浜ワールドポーターズ（管理・運営：
株式会社　横浜インポートマート）
㈱教育測定研究所有志
ファイバーリサイクルネットワーク
M.Dream

■愛媛プログラム
佐々木 和子
12/7 しめ縄づくりでの支援金
永松内科医院
川之石地区公民館
國安 泰次
米井 陽子
菊池 敏和
本町お船実行委員会
日赤奉仕団川之石分会
双岩地区公民館
川之石の愛をつたえ隊
大本 博
梶田 キチエ
ヤナダ ミヨコ
レディースセミナー
タニオカ アキノブ
カメオカ カンジ
オカザキ マサオ
地域教育実践教育集会
みなっと手作りマーケット
鶴島校区地域作り協議会

50音順（敬称略）
期間：平成26年 9月1日〜12月 31日
※は複数回ご支援頂きました方
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北海道プログラム　大沼コース
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
七飯町 運営支援
東大沼小学校 地域交流
東大沼町内会 運営協力
厚沢部ふくしまキッズ実行委員会 民泊・合宿協力
清和の丘クラブ 民泊・合宿協力
江差町子どもの健康を守り隊 民泊・合宿協力
北海道教育大学 ボランティアスタッフ派遣支援
NPO法人 ezorock 運営協力・ボランティアスタッフ

派遣
JR北海道 施設提供
NPO法人ねおす 運営協力
NPO法人大沼・駒ヶ岳ふるさと�
づくりセンター 運営協力
南北海道グリーン・ツーリズム運営
連合会 運営協力
大沼グリーン・ツーリズム推進協議会 運営協力
社団法人子どものチカラ研究所 運営協力
大沼ふるさとの森自然学校 運営協力
大沼流山牧場 運営協力
株式会社オンザウェイ トランシーバー無償貸与
野中牧場（せたな町） 食材提供
石屋製菓㈱ 菓子提供
桜田 順子 食材提供
松田牧場（七飯町） 食材提供
藤田 朋大 菓子提供
村上牧場（せたな町） 食材提供
ぷらっと江差 菓子提供
デンタルプロ株式会社（大阪府八尾市） 歯ブラシ提供
吉崎 文浩（札幌市） 菓子提供／クリスマスプログラム
髙橋 貴美（札幌市） 紙芝居プログラム
山口 みのる 事前会場準備
吉原 志津子 事前会場準備
上平 公美 事前会場準備
高島 美紀 事前会場準備
叶 茜 事前会場準備
能登 光夫 事前会場準備
伊藤 良成 事前会場準備
薄井 千代 事前会場準備
平野 まち子 事前会場準備
梅沢 実枝 クリスマス菓子

北海道プログラム　ゆうばりコース
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
札幌市円山動物園 アクティビティ提供、施設提供
石屋製菓㈱ 菓子提供
北海道教育大学 ボランティアスタッフ支援、

施設提供
NPO法人北海道自然体験活動
サポートセンター 運営協力

あぶくまプログラム
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
ほっとはうす体験館 使用料金減額
鮫川村教育委員会 アリーナ使用減免
沼尻高原ロッジ 宿泊料減額
子どもが自然と遊ぶ楽校ネット 福島県地域総合支援事業助成金

窓口
WAREAR 元気倶楽部 米
橋本 玲子 バナナ
佐藤 智恵 オレンジジュース

富士山プログラム
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
柚野小学校 熱気球搭乗場所
ゆのさや農園・片山 農業体験・野菜
ドラゴンファーム・龍田 農業体験・野菜
農業人坂尻ハジメ 農業体験・野菜
ホールアース農場・平野 農業体験・野菜

YUNOどんぐりの会 炊き出し・お餅つき
興徳寺 お餅つき
柚野郵便局 絵葉書
遠藤昭二商店 お菓子
特別養護老人ホーム 百恵の郷 交流
一般社団法人エヘガザル富士山牧場 乗馬体験

金沢・白山麓プログラム
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
石川県立白山ろく少年自然の家、�
スタッフの皆さん 滞在中の各種特別対応
酒屋 彌三郎 金沢市内見学時の昼食を提供
ボーイスカウト石川県連盟 金沢第 6団�
木谷 一人、八ツ橋 紋子、�
八ツ橋 優一、座主 遼太

雪の中でのクリスマス会での�
演出進行、焚き火の実施

前川 浩透 雪の中でのクリスマス会での�
音楽演奏

前川 カズユキ スキー指導
長澤 哲也 スキー指導
桑山 奈緒美 スキー指導
川口 外美 スキー指導
米永 弥代 スキー指導
通次 みき スキー指導
三納 数枝 正月飾りづくり指導
奥村 道子 正月飾りづくり指導
中嶋 雅美 クリスマスケーキデコレーション

指導
石川県金沢城公園兼六園管理事務所 金沢城・兼六園入場料減免（無料）
まいどさん 金沢市内見学時ボランティア�

ガイド 2名派遣
吉岡 直邦 金沢市内見学時ボランティア�

ガイド
北陸中日新聞社 活動に関する記事掲載（2回）
21世紀美術館 入場料減免（割引適用）
株式会社ホワイトリング バスを特別料金にて提供
白山温泉郷 一里野高原ホテル ろあん 食事を特別料金にて提供
株式会社 トスマク・アイ 新中宮温泉センター入浴料減免

（大人利用料金への割引適用）
里山レスキュー 薪まきハウス 雪の中での焚き火で使うキャンプ

ファイヤー用の薪一式提供
石川県地域産材活性化プロジェクト クリスマス飾り（トントゥ）�

材料提供と加工
新出工務店　新出 利幸 クリスマス飾り（トントゥ）�

材料提供と加工
農事組合法人　北辰農産　舘 喜洋 食料品（米・もち米）提供
合同会社　菜友館 食料品（野菜）提供
田中 純一 食料品（野菜）提供
匿名希望㈲ T 食料品（米）提供
トモファームあゆみ野菜　�
鍋嶋 智彦・亜由美 食料品（野菜）提供
農事組合法人　早崎農産　�
早崎 長人 食料品（米・野菜）提供
うつろふ　北崎 友和 食料品（野菜）提供
有限会社　能登製塩 食料品（塩飴、にがり）提供
あさひ屋ベーカリー 食料品（パン）提供
明和工業株式会社 食料品（米）提供
山本 耕平 食料品（味噌・醤油）提供
水上 智紀 食料品（野菜・キノコ）提供

横浜プログラム
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
CVIK 企画、運営協力
M. Dream クリスマスケーキ作成
川本屋茶舗 横浜ウォークラリー企画協力
岩田 公夫 もちつき協力
横浜・八景島シーパラダイス 入場料割引・記念品提供
㈱エビヌマ ふとんの割引レンタル
㈱横浜ビール 横浜ウォークラリーランチ割引、

文化交流会夕食提供
㈱ピア・フォー 屋形船割引提供
ツリークライミングジャパン 野島公園でのツリークライミング体験
公益財団法人横浜市緑の協会 ツリークライミング共催

宮宿花 1、2丁目町内会子ども会
蒔田公園外遊び企画運営協力、
文化交流夕食会企画運営協力、
夕食提供

ご 協 力 い た だ い た 皆 様



2014 ふくしまキッズ冬のプログラム　活動報告

蒔田公園愛護会 文化交流夕食会企画運営協力、
夕食提供

宮宿花 1、2丁目町内会 文化交流夕食会企画運営協力、
夕食提供、夜警体験

NPO法人神奈川県環境技術研究会 文化交流夕食会工作プログラム
NPO法人よこはま里山研究所・
NORA

サツマイモ提供、地野菜調達、
紙芝居

大岡川アートプロジェクト ドリンク提供
㈱かもめパン 食事協力
寄りそいたい 食事協力
神奈川県立保健福祉大学 食事協力
駄菓子総合研究所（酒井 勝一） 駄菓子屋出店
フリースペースみなみ だがしや楽校駄菓子屋協力、�

クリスマスプレゼント提供
かにのまえあるき（浅沼 誠） だがしや楽校出店
小林 洋子 だがしや楽校出店、クリスマス

プレゼント提供
フレンド工房（白岩 秀勝） だがしや楽校出店
ヨーデル愛好会（小山 義和） だがしや楽校出店
秋葉尺八倶楽部（諏訪 邦満） だがしや楽校オープニング�

セレモニー
学生団体 STUNITY ボランティア募集協力、企画協力
東京都市大学等々力中学校・高等学校 ボランティア募集協力、企画協

力、文化交流夕食会ブース提供
横浜隼人中学・高等学校 ボランティア募集協力、だがしや楽

校出店、文化交流夕食会ブース提供
横浜市立戸塚高等学校定時制 ボランティア募集協力
横浜市会議員（黒川 勝） ボランティア募集協力
東戸塚学童クラブ だがしや楽校出店、企画協力、

ボランティア広報協力
横浜市立川上小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立つつじが丘小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立山王台小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立茅ヶ崎小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立中山小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立新吉田第二小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
横浜市立日枝小学校�
放課後キッズクラブ 企画協力、ボランティア広報協力
野島青少年研修センター 宿泊提供・だがしや楽校広報協力
野島町子ども会 だがしや楽校広報協力
横浜市立金沢小学校�
はまっ子ふれあいスクール だがしや楽校広報協力
横浜市立瀬ケ崎小学校�
放課後キッズクラブ だがしや楽校広報協力
ジョン・ギャスライト 味噌煮込みうどん
メグ・リエコ・ケン・アポロ キッザニア入場券
㈱デンタルプロ 歯ブラシ
矢吹 俊男 じゃがいも、生クリーム、バター
水本 和宏 みかん
豊倉 理恵 調味料、食材、備品類
和田 紀子 備品類
藤井 典子 おにぎり
石川 哲郎・宮本 万梨香 お菓子
早川 知史 お菓子
My little hands お菓子、雑貨
放課後イングリッシュスタッフ・�
参加者一同 クリスマスカード
白根コミュニティーファーム 大根
横浜市こども青少年局 後援

愛媛プログラム
三菱電機ビルテクノサービス労働組合 色鉛筆
文具センターミヤニシ ノート・ラッピング一式
八幡浜市立川之石小学校 人材提供（交流会 他）
愛媛県立川之石高等学校 人材提供（カレー・Xマスケーキ

づくり）家庭クラブ
　　　　　〃 人材提供（手話コーラス）福祉

サービス系列
　　　　　〃 人材提供（みかん狩り）農業クラブ
　　　　　〃 人材提供（書道パフォーマンス）

書道部
　　　　　〃 人材提供（ミニ運動会）野球部
川之石地区区長会 人材提供（ホームスティの斡旋）

川之石地区社会福祉協議会 人材提供（ホームスティの斡旋）
川之石地区民生児童委員協議会 人材提供（ホームスティの斡旋、

昼食づくりサポート）
日赤奉仕団川之石分会 人材提供（ホームスティの斡旋）
川之石の愛をつたえ隊 人材提供（昼食づくりサポート）
愛媛大学ボランティアの皆さん 2日間の人材提供
聖カタリナ大学ボランティアの皆さん 2日間の人材提供
川之石地区公民館 川之石プログラム主催（企画・

立案・運営等）
吉岡 由進・澄 ホームステイ受入れ
楠忠 法・キヌ子 ホームステイ受入れ
那須 弘・富子 ホームステイ受入れ
那須 定義・慶子 ホームステイ受入れ
上杉 健一・眞理 ホームステイ受入れ
楠岡 公正・京子 ホームステイ受入れ
曽我 吉一・澄子 ホームステイ受入れ
西本 真由美・金岡 智子 ホームステイ受入れ
吉良 忠典・清美 ホームステイ受入れ
舛田 昭彦・ふみ子 ホームステイ受入れ
楠 理恵・塩見 美紀・曽根 美栄 人材提供
曽我 卓子・矢野 惠子・�
斎藤 正子・河野 泰子 人材提供
吉岡 由進・菊池 将文・井上 惠子 人材提供
伊予鉄道株式会社 交通費協力
愛媛県立松山南高等学校　乗松 良輔 貸し切りバスの提供
松山市まちなか子育て・市民交流�
センター「てくるん」 施設提供（松山散策プログラム）
どんぐり共和国　 施設提供（松山散策プログラム）
六時屋　道後店 施設提供（松山散策プログラム）
白鷺堂 施設提供（松山散策プログラム）
株式会社　マックスエージェント 施設提供（松山散策プログラム）
愛媛県赤十字血液センター　�
大街道出張所 施設提供（松山散策プログラム）
松山市食生活改善推進協議会堀江支部 食事提供・人材提供
愛風会 人材提供（しめ縄作り指導）
堀江地区高齢クラブ連合会 人材提供（しめ縄作り指導）
松山市立堀江小学校 松山プログラム（企画・立案・

運営）協力
松山市立内宮中学校 松山プログラム（企画・立案・

運営）協力
松山市堀江小学校 PTA 人材提供（もちつき指導）・器具提供
坊ちゃんクラブ 人材提供（もちつき指導）
ほりえゆめくらぶ 人材提供（交流プログラム）
食育サポーター 郷土料理教室や夕食作成
宇和島東高校サッカー部保護者 昼食作り
鶴島校区婦人部 昼食作り
宇和島東高校サッカー部 サッカー交流
Jounann・Jr　FC 　　 〃
エンジェルス 　　 〃
宇和島市役所農林課 みかんジュース製造器
宇和島市役所未来創造室 みかんジュース蛇口つき
宇和島市役所保険健康課 郷土料理や夕食作成
宇和島市役所教育委員会文化課 宇和島城案内説明
鶴島校区地域づくり協議会 体験学習に支援
㈱あわしま堂 和菓子類の提供
木嶋水産㈲ ちりめん「群青」の提供
道岡 喜好 みかん、搾り立てみかんジュース

の提供
宇和島市漁連 鯛
山下農園 ミカン
高橋パール、宇和島県漁連 真珠
和田 広美 米
草木原 かおり 大根など野菜
石城戸 美恵子 ジャガイモなど野菜
赤崎 美喜雄 真珠、貝殻
めん坊 うどん他
佐竹 テツ子 米
宇和島市役所教育委員会文化課 ファイル 他
松山市中央消防署 体験活動提供
砥部町中央公民館 砥部焼体験
八幡浜市 後援
八幡浜市公民館連絡協議会 後援
堀江地区まちづくりコミュニティ会議 後援
松山市堀江公民館 後援
松山市 後援
松山市教育委員会 後援
愛媛大学生活協同組合 後援
宇和島市教育委員会 後援
鶴島小学校 PTA連合会 後援
愛媛県公民館連合会 後援

（敬称略）

ご 協 力 い た だ い た 皆 様



会　計　報　告

実行委員会運営本部
全体計画の立案
予算立案
支援金の募集

運営事務局
支援金管理　広報情報発信　受付窓口　参加名簿管理
経理処理　各現地本部との連絡　HPの管理

支援委員

特別賛同人

福島事務局

保険加入
送り出し体勢

参加する子ども達 保護者
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NPO法人　教育支援協会 本部事務局内  

NPO法人
あぶくまエヌエスネット 

2014 ふくしまキッズ冬のプログラム運営全体組織図

P-B10164

FSC® 森林認証紙、ノンVOCインキ（石油系溶剤0％）など印刷資材と製造工程が環境に配慮されて
いるグリーンプリンティング認定工場で印刷しています。また、読みやすさに配慮した書体を使用して
います。

支出計　17,003,256 円

管理費計　4,888,004 円

事業費計　12,115,252 円

収入計　13,682,908 円

●収支差額　－3,320,348 円 ●前期繰越収支差額　56,593,826 円 ●次期繰越収支差額　53,273,478 円

受取利息　1,199 円

人件費
20,000 円

旅費
5,143,252 円

印刷製本費
424,440 円

会議費　225,413 円

交通費
626,737 円

通信費
165,608 円

消耗品費
494,655 円

支払手数料
10,908 円

賃借料　89,484 円

保険料
103,056 円

雑費　27,703 円

ふくしまキッズ支援金
8,782,709 円

プログラム運営費
6,952,000 円

運営管理費
2,720,000 円

冬プログラム参加費
4,899,000 円

ふくしまキッズ実行委員会事務局（NPO 教育支援協会内）　〒 232-0024 神奈川県横浜市南区浦舟町 3-46 9 階
Tel：045-243-3860　Mail：info@fukushima-kids.org　HP：http://fukushima-kids.org/



七飯町字東大沼

夕張

金沢市

白山麓
（白山市）

横浜市

沼尻

ぽんた山

富士宮市松山市

八幡浜市

宇和島市

参加ボランティア数� 6 名
協力関係団体� 10 団体

富士山プログラム

引き受け地支援金募金者数� 7 件
参加ボランティア数� 179 名
協力関係団体� 45 団体

横浜プログラム

引き受け地支援金募金者数� 13 件
参加ボランティア数� 35 名
ホームステイ引き受け家族� 10 家族
協力関係団体� 28 団体

愛媛プログラム
引き受け地支援金募金者数� 2 件
参加ボランティア数� 14 名
協力関係団体� 3 団体

あぶくまプログラム
引き受け地支援金募金者数� 2 件
参加ボランティア数� 6 名
協力関係団体� 15 団体

金沢・白山麓プログラム

引き受け地支援金募金者数� 2 件
参加ボランティア数� 23 名
協力関係団体� 7 団体

北海道プログラム（ゆうばりコース）

多くの方々が支援してくださっているおかげ
で毎回、夏、冬、春と北海道に行かせて
いただいています。本当に感謝しています。
わたしにとって北海道は、第二のふる
さとです。� （向日葵）

ふくしま県は、ほうしゃのうがいっぱいだ

けれど、北海道の、たべものや、海、など、
たべられたり、海にはいったりできるので
あん心です。� （みさき）

わたしたちがふくしまキッズにさんかできる
ようにぼ金してくれた方がたありがとう
ございます。� （陽菜）

ふくしまメッセージ

ふくしまキッズに出会うとみんなえがおになるし、たのしい
と思う！� （愛優）

お母さんとお父さんとお兄ちゃんはほっかいどうに行ったことが
あるから、仲間入りします。� （真白）

北海道ならではの寒さを、どのように過ごし、利用しているのかと
いうような、その土地ならでの生活も気になります。� （慶徳）

いつか大きくなったら、今までお世話に
なった人達、そして今回お世話になるみな
さんに、たくさんの恩返しをしたいと
心から強く思っています。� （美彩）

三年前は、とてもしんこくなじょうきょう
だった福島を、そして福島の子どもたちを
元気づけるものだとじっかんしました。	
� （海京）

ふくしまメッセージ

ふくしまキッズをおうえんしてくれているみなさんありがとうございます。ふくしまキッズに
さんかして、しぜんをもっとたいせつにする人になりたいです。� （ともか）

ぼくが元気になれたのはみんなのおかげありがとうございます。� （さとる）

今回もまたお友だちたくさんできるといいなと思います。そりすべりとピザ作りが楽しみ
です。� （ゆきの）

いっぱいともだちをつくってあそんでたのしいおもいでもいっぱいいっぱいつくってえがお
でかえりたいです。� （はるな）

しらない人とも、ともだちになります。きんちょうしても、やっていると、だんだんなれて
たのしくなります。そういうところで、わたしは、大きくなるよ。� （はるか）

ふくしまメッセージ

ボランティアの人たちや、ふくしまキッズの方たちがいるおかげで、楽しい
プログラムになっていたり、楽しくさせてくれたりしていることに感謝したい
です。あと、お父さんとお母さんにも感謝したいです。� （宥愛）

始めのころは分らなかった原発のニュースもわかるようになってきました。もっと
たくさんの経験をして福島を背負っていける大人になりたいです。�（翔梧）

たくさんの人にささえられていて、そのおかげで、ぼくたちは、楽しいことを
させてもらっている、ということも分かりました。ふくしまキッズの楽しい
活動の中でも、このことをわすれないで、深く感しゃしながら、遊びたい
です。� （幸樹）

ふくしまメッセージ

ほうしゃのうがあったのでこうえんでもあそべなくてつらかったです。よこはまプログラムで
よこはまキッズといっしょにかつどうできるのがたのしみです。� （煌）

冬休みは、よこはまに行くので、ほうしゃせんのことを考えないで、あそべるので、
たのしみです。あと、水ぞく館で、イルカに会いたいです。ぼくが二才のときに行った
イルカたちにさわってみたいです。� （健太）

去年いったときは、まだ一年生だった
のでめんどうをみてもらいました。でも
今回は二年生になっていくので一年生
のめんどうをみなければならないので
しっかりがんばろうと思います。		
� （まち）

ふくしまメッセージ

ぼくはしんさいのころがすごくいやでした。ほうしゃせんがちらばってあそべません
でした。それですごくかなしかったです。� （そうま）

ぼくは、はじめての所で活動するのではじまる前からむねがドキドキしています。今回の
プログラムでは気球に乗るという楽しいプログラムがありました。� （壱飛）

もうすぐふくしまキッズが終わってしまうと聞きました。5年間だけにとどまらずもっと
もっと活動を続けてほしいです。そして、大人になったらボランティアとして福島県
を支えていきたいです。� （碧）

ふくしまメッセージ

支えんしてくださった方々への感謝の気持ちを忘れずに、心に
残る楽しい思い出を作っていきたいです。� （つむぎ）

私は将来、福島キッズのスタッフさんみたいなボランティアを
したいです。そして、たくさんの人を笑顔にしたいです。�（芙優）

ふくしまメッセージ

【雪あそび】：雪合戦やそりすべり、雪中サッカーにかまくら・イグルーづくりなど、
全力で遊ぶ姿が見られました。体からは湯気が出るほどでした。
【クリスマスパーティー】：キャンドルリレーをしてクリスマスソングをみんなで歌った
ところでサンタが登場！みんなの驚いた表情がとても印象的でした。
【東大沼小学校との交流】：全員参加で雪中レクリエーション、チーム対抗で 3種目を
終えると、さっき会ったばかりなんてお構いなしで仲良くなっていました。
【馬とのふれあい】：今回のふれあいでも引き馬を体験したり、馬に乗ったり、ブラッ
シングをしたりと馬との距離は今まで以上に縮まったようです。
【民泊・合宿】：受け入れ家庭の子どもとも打ち解けて一緒に歌を歌ったり雪あそびを
したりとはしゃいでいる姿がとてもかわいらしかったです。

エピソード

ふくしまキッズも地元の空知キッズもリピーターが多いため、「また会えたね～」という声も聞かれ
ました。これもゆうばりコースの名物と言えるかと思います。

北海道発祥のスポーツをみんなで体験しました。体験したのは札幌発祥のスノーホッケー。寒さも忘れて
全員で楽しく遊びました。
自炊プログラムでは、豚丼・三平汁・ジンギスカンなどを作りました。だんだんなれてくるので、かえる
ころにはみんな包丁さばきも上手になっていました。
サブテーマは「雪と動物」。スノーシューハイクで足跡探し、足跡の実物と足の実物比べクイズ、雪の結晶
観察とキーホルダー作りなど、遊びと勉強をミックスで楽しみました。

エピソード

八幡浜市・宇和島市・松山市の特色を生かしながら、『ミカン狩り・真珠アクセサリー作り・正月準備・郷土
料理など』たくさんの体験と交流でした。受け入れ地の気持ちも受け取ってもらえたのではないかと思います。

クリスマスイブもホームスティ先で過ごした、地域にどっぷりと浸かったプログラムでした。
お別れ会の最後に、キッズから歌のサプライズがありました。

大人になったら忘れちゃうのかな？
そんな時には愛媛に行こうよ
シャララララ僕の心にいつまでも残る思い出
ありがとう 愛媛の日々 楽しかったよ�
シャララララ歌を歌おう
皆でさぁ手をつないで
絆でさ 日本中を 元気にしていこうよ

この歌詞に、愛媛メンバーは号泣しました。
今回のボランティアスタッフは、商店街や消防署などに色々な
お願いをして回ってくれました。愛媛プログラムはボランティア
の想いで成り立っています。

エピソード

【熱気球】：全員で力を合わせて気球を膨らまし、1人わずか 5分ほどのフライトと短い時間の中で最高の
景色をしっかりと目に焼き付けました。

【地域の宝探しゲーム】：地元の子が地図には載っていない近道抜け道を使いチームをゴールへと導き、全員が迷う
ことなく満面の笑みで帰ってきました。
【農業体験】：生の野菜をその場で食べられることにとっても感動していました。
【乗馬体験】：馬に乗っている時の子どもたちの表情は、僕達大人がどんなに頑張っても出せないくらい、いい顔
をしていました。

【鶏の命をいただく】：ただ楽しい、だけではない、自分たちが生きていく上で必ず知っておかなければならない
「命」について深く考え、実践者となれる時間でした。

エピソード

初日は戸惑っていた雪遊び、大人の杞憂をよそに、次の日には子どもたち自身の力で存分に遊ぶことができて
いました。子どもの力スゴイ！
最後の感想「学校ではできないようなことをたくさんできて良かった」
大人が言ったわけでもないのに、空き時間に丸く円を作って勉強を教えあっていた。
後半に声を枯らして出なくなった大人を心配して、「大丈夫？」「こうしたらいいんじゃない？」と声をかけて
いました。

振られた仕事だけではなく、作業をして
いる大人に手伝いを申し出たり、いつの間
にか自分で仕事を見つけて進めていたり、
より良い環境を作ろうと自発的に関わり
を持つことができていました。

エピソード

【クリスマス飾りづくり】：どれひとつ同じ顔はなくそれぞれ個性的、自分や家族へのお土産のほか、今回縁が
あって同じプログラムに参加した友達と交換するものも作り交換会をしました。
【クリスマス会（雪の森の中での焚き火）】：厳かな雰囲気のなか、キャンドルサービスでスタート。外は木々
まで真っ白なまさにホワイトクリスマス、幻想的な風景の中でクリスマスを満喫しました。
【スキー】：地元の先生方の指導のもとレッスンへ。初心者も午後には少し滑れるまでに上手くなり、中級者は
ゴンドラで何度も頂上から林間コースを滑りそれぞれ得意げな笑顔を見せてくれました。
【一日中雪あそび】：とにかく思いっきり外で雪あそび、かまくら、雪合戦、滑り台などなんでもあり。朝から晩
までひたすら雪あそび、こんな経験意外とないかも！
【金沢市内社会見学（金沢城・兼六園・21世紀美術館）】：ボランティアガイドさんの案内を受けながら金沢城や
兼六園、21世紀美術館を見学。歴史や現代芸術が好きな子はたくさん質問をしていました。

エピソード

【カバゴン】：初めはカバゴンを稼ぐために仕事をしていましたが、そのうちなくてもお手伝いをするようになっていました。人に感謝される
ことを感じながら、お手伝いそのものにやりがいをもったのだと思います。
【自分みせ】：だがしや楽校では「自分みせ」でそれぞれの好きなことを表現しました。相手や運営のことを考えたアイディアがたくさんあり、
準備の段階では福島の子どもたちと横浜の子どもたちが一緒に取り組む 姿も見られました。
【ボランティア】：見えないところでもたくさんの方々が関わっています。すべての人の想いがこもったプログラム、子どもたちはその温かい
気持ちを日々感じながら活動に参加していました。
【地域との関わり】：感謝の気持ちを持って帰ってほしい、そんな願いから立ち上がったプログラム。ここでは横浜の子も多く参加しましたが、
福島も横浜も関係なく、一人の地域の子どもとして受け入れる、そんな想いがありました。
【群青（ぐんじょう）】：最終日に群青という曲を歌おうということになりました。この曲の詞は、離れ離れになった友への想いが込められて
いる曲です。練習中、震災当初を思い出し、泣き出してしまう子どももいました。ボランティアも大泣きして子どもたちと練習し、お互いに�
“ありがとう”の気持ちを持って、全プログラムが終了しました。

エピソード

引き受け地支援金募金者数� 1 件
参加ボランティア数� 39 名
ホームステイ引受け家族� 12 家族
協力関係団体� 21 団体

北海道プログラム（大沼コース）

2014 ふくしまキッズ冬のプログラム 活動報告
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